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 次に、住みよく魅力ある奈良県づくりについて

の提言を行います。 

 智辯学園奈良カレッジ高等部、２番川畑陽太議

員から、提言第１号、店舗誘致で実現する奈良県

の経済活性化について提言決議方の動議が提出さ

れましたので、川畑陽太議員に趣旨弁明を求めま

す。  

 

提言第１号 

店舗誘致で実現する奈良県の経済活性化 

○川畑議員 

 智辯学園奈良カレッジ高等部を代表して、提言

第１号、店舗誘致で実現する奈良県の経済活性化

につきましては、提言文の朗読をもって提案に代

えさせていただきます。 

 

(智辯学園奈良ｶﾚｯｼﾞ高等部 川畑 陽太 議員) 

 現在、奈良県では、空き家や商店街の空き店舗

が増えているところがあります。空き家や空き店

舗が増えると地域の活気がなくなり、さらなる人

口減少につながります。空き家や空き店舗の増加

を防ぐための対策について調べたところ、宮崎県

美郷町で空き家や空き店舗をなくして地域を活性

化する取組が行われたことを知りました。美郷町

は、人口４，５００人の町で、過疎化に伴い、生

活に必要な飲食店やガソリンスタンドが地域から

次々と姿を消していました。美郷町は、令和３年

度に美郷町在住世帯の家計の消費動向を調査し、

美郷町全体の年間食費消費額のうち美郷町外で購

入された割合が全体の７０．３％であり、およそ

１０億円のお金が食費として町外に流出している

ことが分かりました。そこで、「美郷町には１０

億円分の企業チャンスがある」として様々な店舗

や施設を誘致し、その結果、地域内でお金が循環

するしくみが生まれ、地域の活性化につながった

とのことです。 

 さて、奈良県では平成２３年に消費実態調査が

実施され、県外流出額の試算は２３．５％、約４，

０００億円と報告されています。県民が奈良県内

で買物する割合が増えれば、地域の中でお金が循

環し、地域経済を活性化させることができると考

えます。改めて消費実態調査を行い、奈良県民の

消費傾向を把握して、必要となる店舗や企業を誘

致することによって、奈良県内で消費する割合が

高くなり、奈良県の経済を活性化することができ

ると考え、以上を、店舗誘致で実現する奈良県の

経済活性化の取組として提言します。 

  令和５年８月１８日 奈良県高校生議会   

 ぜひともご賛成いただきますよう、よろしくお

願いします。 

 

○蔵野議員 

 ただいま川畑陽太議員から提案されました提言

第１号、店舗誘致で実施する奈良県の経済活性化

について賛成します。 

 

○海岡議員 

 ただいま川畑陽太議員から提案されました提言

第１号、店舗誘致で実現する奈良県の経済活性化

について賛成します。 

 

○李高校生議長 

 ただいまの動議は、成規の賛成があって成立し

ました。 

 

 次に、育英西高等学校、９番高乘美空議員から、

提言第２号、子どもたちが安全に暮らせる地域づ

くりについて提言決議方の動機が提出されたので、

高乘美空議員に趣旨弁明を求めます。 

高高校校生生かかららのの提提言言とと同同採採決決 

－ 30 － 

○松田危機管理監 

 ３５番海岡議員から、私に対しましては、奈良

県における液状化対策についてご質問をいただき

ました。お答えいたします。 

 

 奈良県地域防災計画では、災害から人命を守る

ことを最大の目標に、個人や地域、企業等が連携

して、自分の命は自分で守るという意識で自助・

共助の取組を進めるとともに、県及び市町村の公

助を適切に組み合わせて災害対策の推進を図るこ

ととしております。とりわけ、地震への供えにつ

いては、公助という面では社会機能を維持するた

めに重要な公共施設や上下水道などライフライン

施設の被害軽減が図られるよう事前対策を整えて

おくことが重要と考えます。また、自助・共助と

いう面では、県民一人ひとりが地震による最大震

度など、お住まいの地域の被害リスクの状況をし

っかりと認識することが必要です。その上で、例

えば家具の固定等による自宅の安全確保や自宅工

事の際には適切な工法を選択するなど、命を守る

対策につながる取組を進めていただきたいと考え

ております。 

 海岡議員お述べの奈良県地震被害想定報告につ

いては、これを取りまとめた平成１６年以降、住

宅の耐震化等の状況に変化はあるものの、直下型

地震の地震動、いわゆる揺れに関する知見につき

ましては、現時点においても変わらないと認識し

ております。しかしながら、現在国において地震

モデルや被害想定の見直しの検討が進められてお

りますことから、県としましては、その状況を注

視するとともに、その検討結果を踏まえ、液状化

を含む地震被害想定の見直しなどに取り組んでい

きたいと考えております。答弁は以上でございま

す。ご質問ありがとうございました。 

 

○李高校生議長 

 これをもって、県政に対する質問を終わります。 
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 次に、大和高田市立高田商業高等学校、１４番

硯菜々香議員から、提言第３号、小・中・高校生

による魅力ある地域づくりについて提言決議方の

動議が提出されましたので、１４番硯菜々香議員

に趣旨弁明を求めます。 

 

提言第３号 

小・中・高校生による魅力ある地域づくり 

○硯議員 

 大和高田市立高田商業高等学校を代表して、提

言第３号、小・中・高校生による魅力ある地域づ

くりにつきましては、提言文の朗読をもって提案

に代えさせていただきます。 

 

(大和高田市立高田商業高等学校 硯 菜々香 議員) 

 現在、奈良県内の公立幼稚園、認定こども園、

小・中学校では、保護者や地域住民が学校の教育

活動に参画し、学校と協働して地域ぐるみで子ど

もたちを育む活動として「地域と共にある学校づ

くり」を行っています。その一例として、「地域

未来塾」を実施し、放課後や長期休業中等にボラ

ンティアで子どもたちに学習支援を行う活動や登

下校の見守り活動などを行っています。 

 私は、地域で子どもを育てる取組は、子どもが

安心して過ごせるとともに、さまざまな経験がで

きる機会になると思います。学校紹介で少し話し

ましたが、本校では学校のある大和高田市を盛り

上げるため、地域のみなさんと一緒にさまざまな

活動を行っています。学校だけでは経験できない

ことができ、地域の方に喜んでもらえて、とても

充実感や達成感を得ることができます。 

 このことから、私は、同じ地域にある学校同士

が一緒に活動する機会をもっと増やせばよいので

はないかと考えます。例えば、部活動で中学生と

高校生が一緒に練習したり、高校で小・中学生を

招いてスポーツ教室や文化教室を開催したりして

もよいと思います。地域未来塾で勉強を教える活

動に加えて、放課後や長期休業中に小学生・中学

生・高校生が交流できる活動ができれば、小・中

学生にとって少し上の年齢である高校生と交流す

ることで自分の未来像を描きやすく、その思いが

勉強を頑張りたいという意欲にもつながるのでは

ないかと思います。また、地域の小・中・高校生、

さらに地域の大人のみなさんも一緒になって、地

元の地域を盛り上げる活動ができれば、もっと魅

力のある地域をつくることができると思います。

このような活動は、小・中・高校生にとっても良

い経験となり、また地域を活性化することもでき

ると考え、以上のことを、小・中・高校生による

魅力ある地域づくりとして提言します。 

  令和５年８月１８日 奈良県高校生議会   

 ぜひともご賛成いただきますよう、よろしくお

願いします。 

 

○阪口議員 

 ただいま硯菜々香議員から提案されました提言

第３号、小・中・高校生による魅力ある地域づく

りについて賛成します。 

 

○隅田議員 

 ただいま硯菜々香議員から提案されました提言

第３号、小・中・高校生による魅力ある地域づく

りについて賛成します。 

 

○李高校生議長 

 ただいまの動議は、成規の賛成があって成立し

ました。 

 

 次に、県立香芝高等学校、１８番小笠原優伽議

員から、提言第４号、奈良県南部・東部における

廃校をリノベーションした地域活性化について提
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提言第２号 

子どもたちが安全に暮らせる地域づくり 

○高乘議員 

 育英西高等学校を代表して、提言第２号、子ど

もたちが安全に暮らせる地域づくりにつきまして

は、提言文の朗読をもって提案に代えさせていた

だきます。 

 

(育英西高等学校 高乘 美空 議員) 

 私は、将来子育てをするにあたって、奈良県は

子育てしたいと思える環境にあるかを考えました。

そこで、育英西高校に通う生徒の保護者にアンケ

ートをしました。「奈良県は子育てしやすい環境

にあると思いますか」という質問で「いいえ」と

答えた人は全体の４７％であり、その理由として、

「地域との交流が少ない」、「防犯カメラが少な

い」などの回答が多くありました。このことから、

子育て世代は働いている方が多く、子どもたちの

登下校の時間に送り迎えなどができない方もおり、

その上、地域との交流が少なく子どもの見守りを

近所の人に頼みにくく、子どもの防犯面に不安を

感じている人が多いことが考えられます。一方、

私の住む地域では、小学生の下校時に通学路で見

守るボランティアがいますが、その方々も高齢の

ために数が減っていると聞きました。子どもたち

が安全に暮らせる地域をつくることが子育てしや

すい環境につながると思いますが、それを達成す

るにはさまざまな課題もあると感じます。 

 私は、子どもたちが安全に暮らすためには、子

どもの保護者だけでなく地域の大人で協力して子

どもを見守ることが必要だと思います。また、子

どもにとっても、地域に保護者以外にも知ってい

る大人がたくさんいると安心すると思います。そ

こで、私は、子どもたちと、地域に住む大人、と

りわけ高齢者を含め登下校時に自宅にいる人と顔

見知りになるために、地域の多くの人が交流でき

る場が必要だと考えます。例えば、東京都では、

民間主催ではありますが、学校に行けない子ども

たちと高齢者が互いに交流できる場所を作る取組

をされています。このような幅広い世代の人が集

まる取組は新たな交流を生み、その交流が何かあ

ったときにお互いを助け合うことにつながると考

えます。奈良県として、幅広い世代の人が集まる

活動、例えば、「奈良ゴミ０ウィーク」として地

域の人と子どもが協力するボランティア活動など、

地域住民を巻き込むようなイベントを行うと、そ

れぞれの地域で人々が交流できる機会が生まれる

と考えます。それぞれの地域ネットワークを強く

することで子どもたちが安全に暮らせる地域とな

り、そのことが保護者にとっても子育てのしやす

い地域になると考え、このような取組を子どもた

ちが安全に暮らせる地域づくりの取組として提言

します。 

  令和５年８月１８日 奈良県高校生議会   

ぜひともご賛成いただきますよう、よろしくお願

いします。 

 

○川畑議員 

 ただいま高乘美空議員から提案されました提言

第２号、子どもたちが安全に暮らせる地域づくり

について賛成します。 

 

○大平議員 

 ただいま高乘美空議員から提案されました提言

第２号、子どもたちが安全に暮らせる地域づくり

について賛成します。 

 

○李高校生議長 

 ただいまの動議は、成規の賛成があって成立し

ました。 
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 次に、大和高田市立高田商業高等学校、１４番

硯菜々香議員から、提言第３号、小・中・高校生

による魅力ある地域づくりについて提言決議方の

動議が提出されましたので、１４番硯菜々香議員

に趣旨弁明を求めます。 

 

提言第３号 

小・中・高校生による魅力ある地域づくり 

○硯議員 

 大和高田市立高田商業高等学校を代表して、提

言第３号、小・中・高校生による魅力ある地域づ

くりにつきましては、提言文の朗読をもって提案

に代えさせていただきます。 

 

(大和高田市立高田商業高等学校 硯 菜々香 議員) 

 現在、奈良県内の公立幼稚園、認定こども園、

小・中学校では、保護者や地域住民が学校の教育

活動に参画し、学校と協働して地域ぐるみで子ど

もたちを育む活動として「地域と共にある学校づ

くり」を行っています。その一例として、「地域

未来塾」を実施し、放課後や長期休業中等にボラ

ンティアで子どもたちに学習支援を行う活動や登

下校の見守り活動などを行っています。 

 私は、地域で子どもを育てる取組は、子どもが

安心して過ごせるとともに、さまざまな経験がで

きる機会になると思います。学校紹介で少し話し

ましたが、本校では学校のある大和高田市を盛り

上げるため、地域のみなさんと一緒にさまざまな

活動を行っています。学校だけでは経験できない

ことができ、地域の方に喜んでもらえて、とても

充実感や達成感を得ることができます。 

 このことから、私は、同じ地域にある学校同士

が一緒に活動する機会をもっと増やせばよいので

はないかと考えます。例えば、部活動で中学生と

高校生が一緒に練習したり、高校で小・中学生を

招いてスポーツ教室や文化教室を開催したりして

もよいと思います。地域未来塾で勉強を教える活

動に加えて、放課後や長期休業中に小学生・中学

生・高校生が交流できる活動ができれば、小・中

学生にとって少し上の年齢である高校生と交流す

ることで自分の未来像を描きやすく、その思いが

勉強を頑張りたいという意欲にもつながるのでは

ないかと思います。また、地域の小・中・高校生、

さらに地域の大人のみなさんも一緒になって、地

元の地域を盛り上げる活動ができれば、もっと魅

力のある地域をつくることができると思います。

このような活動は、小・中・高校生にとっても良

い経験となり、また地域を活性化することもでき

ると考え、以上のことを、小・中・高校生による

魅力ある地域づくりとして提言します。 

  令和５年８月１８日 奈良県高校生議会   

 ぜひともご賛成いただきますよう、よろしくお

願いします。 

 

○阪口議員 

 ただいま硯菜々香議員から提案されました提言

第３号、小・中・高校生による魅力ある地域づく

りについて賛成します。 

 

○隅田議員 

 ただいま硯菜々香議員から提案されました提言

第３号、小・中・高校生による魅力ある地域づく

りについて賛成します。 

 

○李高校生議長 

 ただいまの動議は、成規の賛成があって成立し

ました。 

 

 次に、県立香芝高等学校、１８番小笠原優伽議

員から、提言第４号、奈良県南部・東部における

廃校をリノベーションした地域活性化について提
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提言第２号 

子どもたちが安全に暮らせる地域づくり 

○高乘議員 

 育英西高等学校を代表して、提言第２号、子ど

もたちが安全に暮らせる地域づくりにつきまして

は、提言文の朗読をもって提案に代えさせていた

だきます。 

 

(育英西高等学校 高乘 美空 議員) 

 私は、将来子育てをするにあたって、奈良県は

子育てしたいと思える環境にあるかを考えました。

そこで、育英西高校に通う生徒の保護者にアンケ

ートをしました。「奈良県は子育てしやすい環境

にあると思いますか」という質問で「いいえ」と

答えた人は全体の４７％であり、その理由として、

「地域との交流が少ない」、「防犯カメラが少な

い」などの回答が多くありました。このことから、

子育て世代は働いている方が多く、子どもたちの

登下校の時間に送り迎えなどができない方もおり、

その上、地域との交流が少なく子どもの見守りを

近所の人に頼みにくく、子どもの防犯面に不安を

感じている人が多いことが考えられます。一方、

私の住む地域では、小学生の下校時に通学路で見

守るボランティアがいますが、その方々も高齢の

ために数が減っていると聞きました。子どもたち

が安全に暮らせる地域をつくることが子育てしや

すい環境につながると思いますが、それを達成す

るにはさまざまな課題もあると感じます。 

 私は、子どもたちが安全に暮らすためには、子

どもの保護者だけでなく地域の大人で協力して子

どもを見守ることが必要だと思います。また、子

どもにとっても、地域に保護者以外にも知ってい

る大人がたくさんいると安心すると思います。そ

こで、私は、子どもたちと、地域に住む大人、と

りわけ高齢者を含め登下校時に自宅にいる人と顔

見知りになるために、地域の多くの人が交流でき

る場が必要だと考えます。例えば、東京都では、

民間主催ではありますが、学校に行けない子ども

たちと高齢者が互いに交流できる場所を作る取組

をされています。このような幅広い世代の人が集

まる取組は新たな交流を生み、その交流が何かあ

ったときにお互いを助け合うことにつながると考

えます。奈良県として、幅広い世代の人が集まる

活動、例えば、「奈良ゴミ０ウィーク」として地

域の人と子どもが協力するボランティア活動など、

地域住民を巻き込むようなイベントを行うと、そ

れぞれの地域で人々が交流できる機会が生まれる

と考えます。それぞれの地域ネットワークを強く

することで子どもたちが安全に暮らせる地域とな

り、そのことが保護者にとっても子育てのしやす

い地域になると考え、このような取組を子どもた

ちが安全に暮らせる地域づくりの取組として提言

します。 

  令和５年８月１８日 奈良県高校生議会   

ぜひともご賛成いただきますよう、よろしくお願

いします。 

 

○川畑議員 

 ただいま高乘美空議員から提案されました提言

第２号、子どもたちが安全に暮らせる地域づくり

について賛成します。 

 

○大平議員 

 ただいま高乘美空議員から提案されました提言

第２号、子どもたちが安全に暮らせる地域づくり

について賛成します。 

 

○李高校生議長 

 ただいまの動議は、成規の賛成があって成立し

ました。 
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だきます。 

 現在、奈良県では、県外へ転出する人が増加し

ています。奈良県公式ホームページによると、奈

良県の人口は、１９９１年の約１４５万人をピー

クに、２０２１年は約１３１．５万人と、２２年

で１３万人ほど減少しています。 

 

(県立郡山高等学校 野原 優華 議員) 

 県内の市町村ごとに見ても、転出に伴う人口減

少が課題となっている市町村は多く、全国的にも

多くの市町村が同様の課題を抱えています。しか

し、その一方で、人口が増え活性化している市町

村もあります。その一つに明石市があります。明

石市長を１２年務めた泉房穂氏は、「一人ひとり

に光を当てた政策をすれば、『ここに住み続けた

い』と思うのは当然」と話し、「５つの無料化」

として、１８歳までの医療費の無料化、第２子以

降の保育料の無料化、０歳児へのおむつなどの子

育て用品の無料配布、中学校の給食費の無料化、

１８歳まで市内公共施設の入場料無料化を行いま

した。その結果、明石市の人口は増加し、「住み

たい街ランキング」で第３位に躍進しました。 

 私は、これからの自分の未来を想像したとき、

明石市のように手厚い子育て支援があれば、仕事

や子育てといった自分たちのやりたいことが実現

でき、安心して暮らすことができると感じました。

もし、このような政策が奈良県でも行われたら、

私はずっと奈良県に住み続けたいと思います。奈

良県として、手厚い子育て支援や子育てしやすい

環境を整備し、「奈良県は安心して子育てができ

る環境だ」と多くの人にＰＲすれば、今、奈良県

に住む若者は「このまま奈良県に住み続けたい」

と思い、また、他府県の若者も「これから奈良県

に住みたい」と思うようになり、その結果、多く

の若者が奈良県に集まると思います。これからの

奈良県を担う人が増えることが奈良県の活性化に

つながると考え、このような政策を「子どもに光

が当たる政策」として提言します。 

  令和５年８月１８日 奈良県高校生議会   

 ぜひともご賛成いただきますよう、よろしくお

願いします。 

 

○橋渡議員 

 ただいま野原優華議員から提案されました提言

第５号、子どもに光が当たる奈良県について賛成

します。 

 

○瀬尾議員 

 ただいま野原優華議員から提案されました提言

第５号、子どもに光が当たる奈良県について賛成

します。 

 

○李高校生議長 

 ただいまの動議は、成規の賛成があって成立し

ました。 

 

 次に、帝塚山高等学校、２９番片木輝議員から、

提言第６号、奈良県観光大使による観光客数増加

政策について提言決議方の動議が提出されました

ので、片木輝議員に趣旨弁明を求めます。  

 

提言第６号 

奈良県観光大使による観光客数増加政策 

○片木議員 帝塚山高等学校を代表して、提言第

６号、奈良県観光大使による観光客数増加政策に

つきましては、提言文の朗読をもって提案に代え

させていただきます。 

 新型コロナウイルス感染症の扱いが５類相当に

移行し、多くの観光客が日本国内の様々な場所を

訪れています。奈良県も例外ではなく観光客が多

く訪れています。奈良県には、北部から南東部ま
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言決議方の動議が提出されましたので、小笠原優

伽議員に趣旨弁明を求めます。 

 

提言第４号 

奈良県南部・東部における 

廃校をリノベーションした地域活性化 

○小笠原議員 

 県立香芝高等学校を代表して、提言第４号、奈

良県南部・東部における廃校をリノベーションし

た地域活性化につきましては、提言文の朗読をも

って提案に代えさせていただきます。 

 

(県立香芝高等学校 小笠原 優伽 議員) 

 私は学校での学習を通して、過疎化によって奈

良県内の小学校がたくさん廃校になっていること

を知りました。特に奈良県南部東部では過疎化が

進んでおり、児童・生徒の数がとても少ない学校

が増えていることも新聞から学びました。そんな

奈良県の過疎化について危機感を持った私は、過

疎化が進んだ地域への移住者を増やして地域を活

性化するにはどうすればよいかと、その手段を探

しました。そして、過疎化した地域に新たな産業

を生み出すことが必要ではないかと考えました。 

 そこで、私が提案するのは「廃校をリノベーシ

ョンした地域活性化」です。 

 以前、私はテレビ番組で、廃校になった千葉県

鋸南町立保田小学校が２０１５年１２月１１日に

道の駅として生まれ変わったことを知りました。

広々とした施設には、旧体育館を使った直売所

「里山市場 きょなん楽市」や旧校舎棟のベラン

ダを使った交流所「まちの縁側」、旧校舎棟２階

の教室を利用した宿泊施設「学びの宿」などがオ

ープンしています。他府県だけでなく、奈良県に

おいても天川村の旧天之川小学校で「トラフグ学

級」というトラフグの陸上養殖が行われています。

陸上養殖は、海洋資源や環境への負荷が少なく持

続可能な漁業として注目を集めています。 

 このように、今ある廃校を再活用しその地域な

らではの産業を生み出すことによって、新たな移

住者の増加につなげることができ、過疎化が進む

地域の活性化ができると考えます。以上のことか

ら、廃校をリノベーションした地域活性化を提言

します。 

  令和５年８月１８日 奈良県高校生議会   

 ぜひともご賛成いただきますよう、お願いいた

します。 

 

○硯議員 

 ただいま小笠原優伽議員から提案されました提

言第４号、奈良県南部・東部における廃校をリノ

ベーションした地域活性化について賛成します。 

 

○大内田議員 

 ただいま小笠原優伽議員から提案されました提

言第４号、奈良県南部・東部における廃校をリノ

ベーションした地域活性化について賛成します。 

 

○李高校生議長 

 ただいまの動議は、成規の賛成があって成立し

ました。 

 

 次に、県立郡山高等学校、２４番野原優華議員

から、提言第５号、子どもに光が当たる奈良県に

ついて提言決議方の動議が提出されましたので、

野原優華議員に趣旨弁明を求めます。  

 

提言第５号 

子どもに光が当たる奈良県 

○野原議員 県立郡山高等学校を代表して、提言

第５号、子どもに光が当たる奈良県につきまして

は、提言文の朗読をもって提案に代えさせていた
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だきます。 

 現在、奈良県では、県外へ転出する人が増加し

ています。奈良県公式ホームページによると、奈

良県の人口は、１９９１年の約１４５万人をピー

クに、２０２１年は約１３１．５万人と、２２年

で１３万人ほど減少しています。 

 

(県立郡山高等学校 野原 優華 議員) 

 県内の市町村ごとに見ても、転出に伴う人口減

少が課題となっている市町村は多く、全国的にも

多くの市町村が同様の課題を抱えています。しか

し、その一方で、人口が増え活性化している市町

村もあります。その一つに明石市があります。明

石市長を１２年務めた泉房穂氏は、「一人ひとり

に光を当てた政策をすれば、『ここに住み続けた

い』と思うのは当然」と話し、「５つの無料化」

として、１８歳までの医療費の無料化、第２子以

降の保育料の無料化、０歳児へのおむつなどの子

育て用品の無料配布、中学校の給食費の無料化、

１８歳まで市内公共施設の入場料無料化を行いま

した。その結果、明石市の人口は増加し、「住み

たい街ランキング」で第３位に躍進しました。 

 私は、これからの自分の未来を想像したとき、

明石市のように手厚い子育て支援があれば、仕事

や子育てといった自分たちのやりたいことが実現

でき、安心して暮らすことができると感じました。

もし、このような政策が奈良県でも行われたら、

私はずっと奈良県に住み続けたいと思います。奈

良県として、手厚い子育て支援や子育てしやすい

環境を整備し、「奈良県は安心して子育てができ

る環境だ」と多くの人にＰＲすれば、今、奈良県

に住む若者は「このまま奈良県に住み続けたい」

と思い、また、他府県の若者も「これから奈良県

に住みたい」と思うようになり、その結果、多く

の若者が奈良県に集まると思います。これからの

奈良県を担う人が増えることが奈良県の活性化に

つながると考え、このような政策を「子どもに光

が当たる政策」として提言します。 

  令和５年８月１８日 奈良県高校生議会   

 ぜひともご賛成いただきますよう、よろしくお

願いします。 

 

○橋渡議員 

 ただいま野原優華議員から提案されました提言

第５号、子どもに光が当たる奈良県について賛成

します。 

 

○瀬尾議員 

 ただいま野原優華議員から提案されました提言

第５号、子どもに光が当たる奈良県について賛成

します。 

 

○李高校生議長 

 ただいまの動議は、成規の賛成があって成立し

ました。 

 

 次に、帝塚山高等学校、２９番片木輝議員から、

提言第６号、奈良県観光大使による観光客数増加

政策について提言決議方の動議が提出されました

ので、片木輝議員に趣旨弁明を求めます。  

 

提言第６号 

奈良県観光大使による観光客数増加政策 

○片木議員 帝塚山高等学校を代表して、提言第

６号、奈良県観光大使による観光客数増加政策に

つきましては、提言文の朗読をもって提案に代え

させていただきます。 

 新型コロナウイルス感染症の扱いが５類相当に

移行し、多くの観光客が日本国内の様々な場所を

訪れています。奈良県も例外ではなく観光客が多

く訪れています。奈良県には、北部から南東部ま
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言決議方の動議が提出されましたので、小笠原優

伽議員に趣旨弁明を求めます。 

 

提言第４号 

奈良県南部・東部における 

廃校をリノベーションした地域活性化 

○小笠原議員 

 県立香芝高等学校を代表して、提言第４号、奈

良県南部・東部における廃校をリノベーションし

た地域活性化につきましては、提言文の朗読をも

って提案に代えさせていただきます。 

 

(県立香芝高等学校 小笠原 優伽 議員) 

 私は学校での学習を通して、過疎化によって奈

良県内の小学校がたくさん廃校になっていること

を知りました。特に奈良県南部東部では過疎化が

進んでおり、児童・生徒の数がとても少ない学校

が増えていることも新聞から学びました。そんな

奈良県の過疎化について危機感を持った私は、過

疎化が進んだ地域への移住者を増やして地域を活

性化するにはどうすればよいかと、その手段を探

しました。そして、過疎化した地域に新たな産業

を生み出すことが必要ではないかと考えました。 

 そこで、私が提案するのは「廃校をリノベーシ

ョンした地域活性化」です。 

 以前、私はテレビ番組で、廃校になった千葉県

鋸南町立保田小学校が２０１５年１２月１１日に

道の駅として生まれ変わったことを知りました。

広々とした施設には、旧体育館を使った直売所

「里山市場 きょなん楽市」や旧校舎棟のベラン

ダを使った交流所「まちの縁側」、旧校舎棟２階

の教室を利用した宿泊施設「学びの宿」などがオ

ープンしています。他府県だけでなく、奈良県に

おいても天川村の旧天之川小学校で「トラフグ学

級」というトラフグの陸上養殖が行われています。

陸上養殖は、海洋資源や環境への負荷が少なく持

続可能な漁業として注目を集めています。 

 このように、今ある廃校を再活用しその地域な

らではの産業を生み出すことによって、新たな移

住者の増加につなげることができ、過疎化が進む

地域の活性化ができると考えます。以上のことか

ら、廃校をリノベーションした地域活性化を提言

します。 

  令和５年８月１８日 奈良県高校生議会   

 ぜひともご賛成いただきますよう、お願いいた

します。 

 

○硯議員 

 ただいま小笠原優伽議員から提案されました提

言第４号、奈良県南部・東部における廃校をリノ

ベーションした地域活性化について賛成します。 

 

○大内田議員 

 ただいま小笠原優伽議員から提案されました提

言第４号、奈良県南部・東部における廃校をリノ

ベーションした地域活性化について賛成します。 

 

○李高校生議長 

 ただいまの動議は、成規の賛成があって成立し

ました。 

 

 次に、県立郡山高等学校、２４番野原優華議員

から、提言第５号、子どもに光が当たる奈良県に

ついて提言決議方の動議が提出されましたので、

野原優華議員に趣旨弁明を求めます。  

 

提言第５号 

子どもに光が当たる奈良県 

○野原議員 県立郡山高等学校を代表して、提言

第５号、子どもに光が当たる奈良県につきまして

は、提言文の朗読をもって提案に代えさせていた
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子供を望まない人も少なくないと感じます。 

 

(奈良文化高等学校 谷口 莉悠 議員) 

 子育てに関する情報は奈良県でも発信されてお

り、子育てネットならでは、子育てに関する情報

を載せている様々なサイトにつながるようになっ

ています。しかし、そのほとんどは出産・育児に

お金がかかることに対する支援や、妊娠中・子育

て中の人に役立つ情報が多数であり、出産や子育

てに消極的な人に対する、子育ての良さが分かる

情報があまり掲載されていないように感じました。 

 そこで私たちは、未来に向けてのイメージ戦略

として、若い世代に向け、子育ての良いところや

楽しいところを知ってもらえるような情報発信に

ついて提案します。具体例として、現役のお母さ

んから子育ての良いところ、楽しいところをお聞

きし、広報や公共の場所に設置されている県の掲

示板、県のホームページなどにそれをまとめて掲

載すると、多くの人に知ってもらいやすいのでは

ないかと考えました。また、奈良県広報誌に掲載

することにより、県民の皆様に子育ての良いとこ

ろ、楽しいところを知ってもらえれば、子育てに

興味を持ち、子育てへの意欲がわく若者が増える

きっかけとなると思います。以上を、子育てをし

たいと思える政策として提言します。 

  令和５年８月１８日 奈良県高校生議会   

 ぜひともご賛成いただきますよう、よろしくお

願いします。 

 

○片木議員 

 ただいま谷口莉悠議員から提案されました提言

第７号、奈良県で子育てをしたいと思える政策に

ついて賛成します。 

 

○安井議員 

 ただいま谷口莉悠議員から提案されました提言

第７号、奈良県で子育てをしたいと思える政策に

ついて賛成します。 

 

○李高校生議長 

 ただいまの動議は、成規の賛成があって成立し

ました。 

 

 次に、奈良女子大学附属中等教育学校、３４番

上田眞衣議員から、提言第８号、奈良県コンベン

ションセンターの利用促進の取り組みについて提

言決議方の動議が提出されましたので、上田眞衣

議員に趣旨弁明を求めます。  

 

提言第８号 

奈良県コンベンションセンターの 

利用促進の取り組みについて 

○上田議員 

 奈良女子大学附属中等教育学校を代表して、提

言第８号、奈良県コンベンションセンターの利用

促進の取り組みにつきましては、提言文の朗読を

もって提案に代えさせていただきます。 

 私たちは、奈良県コンベンションセンターをよ

り活用する取り組みについて提案したいと思いま

す。 

 奈良県コンベンションセンターの２０２３年５

月の稼働率は約３８．７％、６月の稼働率は約５

４．３％であり、知事は、２０２３年５月２０日

のコンベンションセンター視察後に、稼働率の低

さを指摘された上で、多方面に営業活動を展開す

ることを県担当者等に指示されたと伺いました。 

 そこで、コンベンションションセンターの稼働

率を向上させる活用法として、以下の２つを提案

します。 

 第１に、中高生向けの国際交流イベントの開催

です。中高生が国際交流に関わることのできるイ
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で数多くの観光名所があります。しかし、新型コ

ロナウイルス感染症の影響が広まる前の令和元年

度の観光客数のデータを調べたところ歴史的建造

物が多い奈良県北部を訪れた観光客の数は１，６

１４万人なのに対し、自然を利用した様々な体験

ができる奈良県南東部を訪れた観光客の数は３７

３万人と約４倍の差があり、南東部への観光客が

少ないことがわかります。 

 

(帝塚山高等学校 片木 輝 議員) 

 そこで奈良県南東部の観光客数を増やすために

県独自の観光大使の制度を作ることを提言します。

観光大使の方に奈良県南東部を観光していただく

動画などを制作することで、観光客数を増加する

ことができると考えます。この時、動画配信サー

ビスを使用する中心層である１０代２０代から人

気のある方を観光大使に任命することで奈良県に

興味を持っていただく機会が増えると思います。

また、長い動画は時間があるときにしか見られま

せんが、５分ほどの短い動画ならいつでもどこで

も気軽に見ることができるのではないでしょうか。 

 このように、観光大使制度を導入し、観光大使

の方に実際に体験していただきそれを発信するこ

とは奈良県の観光客数増加にもつながると考えま

すので、「奈良県観光大使による観光客数増加政

策」として提言します。 

  令和５年８月１８日 奈良県高校生議会   

 ぜひともご賛成いただきますよう、よろしくお

願いします。 

 

 

○熊野議員 

 ただいま片木輝議員から提案されました提言第

６号、奈良県観光大使による観光客数増加政策に

ついて賛成します。 

 

○今西議員 

 ただいま片木輝議員から提案されました提言第

６号、奈良県観光大使による観光客数増加政策に

ついて賛成します。 

 

○李高校生議長 

 ただいまの動議は、成規の賛成があって成立し

ました。 

 

 次に、奈良文化高等学校、３３番谷口莉悠議員

から、提言第７号、奈良県で子育てをしたいと思

える政策について提言決議方の動議が提出されま

したので、谷口莉悠議員に趣旨弁明を求めます。  

 

提言第７号 

奈良県で子育てをしたいと思える政策 

○谷口議員 

 奈良文化高等学校を代表して、提言第７号、奈

良県で子育てをしたいと思える政策につきまして

は、提言文の朗読をもって提案に代えさせていた

だきます。 

 先ほど質問させていただいた、医療体制を支え

る看護師の確保につきまして、長期的にみると、

税金を納める若い人たちを増やす必要があると思

います。そのためには、奈良県で子育てをしたい

と思えるような政策が必要だと考えます。 

 数十年前の父母や祖父母の世代では、子育ては

お金や時間を心配せずに、ただ授かりたいと願い、

出産した後は子供の成長を喜び合う、子育てでし

か味わえないような楽しさがあったと聞きました。 

 子育てには、子供の成長から喜びを感じるなど、

楽しい一面があるということを知っている人は、

若い世代の人たちにどれくらいいるのでしょうか。

今、子育てに対するマイナスイメージが多いよう

に感じます。そのような漠然としたイメージから、
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子供を望まない人も少なくないと感じます。 

 

(奈良文化高等学校 谷口 莉悠 議員) 

 子育てに関する情報は奈良県でも発信されてお

り、子育てネットならでは、子育てに関する情報

を載せている様々なサイトにつながるようになっ

ています。しかし、そのほとんどは出産・育児に

お金がかかることに対する支援や、妊娠中・子育

て中の人に役立つ情報が多数であり、出産や子育

てに消極的な人に対する、子育ての良さが分かる

情報があまり掲載されていないように感じました。 

 そこで私たちは、未来に向けてのイメージ戦略

として、若い世代に向け、子育ての良いところや

楽しいところを知ってもらえるような情報発信に

ついて提案します。具体例として、現役のお母さ

んから子育ての良いところ、楽しいところをお聞

きし、広報や公共の場所に設置されている県の掲

示板、県のホームページなどにそれをまとめて掲

載すると、多くの人に知ってもらいやすいのでは

ないかと考えました。また、奈良県広報誌に掲載

することにより、県民の皆様に子育ての良いとこ

ろ、楽しいところを知ってもらえれば、子育てに

興味を持ち、子育てへの意欲がわく若者が増える

きっかけとなると思います。以上を、子育てをし

たいと思える政策として提言します。 

  令和５年８月１８日 奈良県高校生議会   

 ぜひともご賛成いただきますよう、よろしくお

願いします。 

 

○片木議員 

 ただいま谷口莉悠議員から提案されました提言

第７号、奈良県で子育てをしたいと思える政策に

ついて賛成します。 

 

○安井議員 

 ただいま谷口莉悠議員から提案されました提言

第７号、奈良県で子育てをしたいと思える政策に

ついて賛成します。 

 

○李高校生議長 

 ただいまの動議は、成規の賛成があって成立し

ました。 

 

 次に、奈良女子大学附属中等教育学校、３４番

上田眞衣議員から、提言第８号、奈良県コンベン

ションセンターの利用促進の取り組みについて提

言決議方の動議が提出されましたので、上田眞衣

議員に趣旨弁明を求めます。  

 

提言第８号 

奈良県コンベンションセンターの 

利用促進の取り組みについて 

○上田議員 

 奈良女子大学附属中等教育学校を代表して、提

言第８号、奈良県コンベンションセンターの利用

促進の取り組みにつきましては、提言文の朗読を

もって提案に代えさせていただきます。 

 私たちは、奈良県コンベンションセンターをよ

り活用する取り組みについて提案したいと思いま

す。 

 奈良県コンベンションセンターの２０２３年５

月の稼働率は約３８．７％、６月の稼働率は約５

４．３％であり、知事は、２０２３年５月２０日

のコンベンションセンター視察後に、稼働率の低

さを指摘された上で、多方面に営業活動を展開す

ることを県担当者等に指示されたと伺いました。 

 そこで、コンベンションションセンターの稼働

率を向上させる活用法として、以下の２つを提案

します。 

 第１に、中高生向けの国際交流イベントの開催

です。中高生が国際交流に関わることのできるイ
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で数多くの観光名所があります。しかし、新型コ

ロナウイルス感染症の影響が広まる前の令和元年

度の観光客数のデータを調べたところ歴史的建造

物が多い奈良県北部を訪れた観光客の数は１，６

１４万人なのに対し、自然を利用した様々な体験

ができる奈良県南東部を訪れた観光客の数は３７

３万人と約４倍の差があり、南東部への観光客が

少ないことがわかります。 

 

(帝塚山高等学校 片木 輝 議員) 

 そこで奈良県南東部の観光客数を増やすために

県独自の観光大使の制度を作ることを提言します。

観光大使の方に奈良県南東部を観光していただく

動画などを制作することで、観光客数を増加する

ことができると考えます。この時、動画配信サー

ビスを使用する中心層である１０代２０代から人

気のある方を観光大使に任命することで奈良県に

興味を持っていただく機会が増えると思います。

また、長い動画は時間があるときにしか見られま

せんが、５分ほどの短い動画ならいつでもどこで

も気軽に見ることができるのではないでしょうか。 

 このように、観光大使制度を導入し、観光大使

の方に実際に体験していただきそれを発信するこ

とは奈良県の観光客数増加にもつながると考えま

すので、「奈良県観光大使による観光客数増加政

策」として提言します。 

  令和５年８月１８日 奈良県高校生議会   

 ぜひともご賛成いただきますよう、よろしくお

願いします。 

 

 

○熊野議員 

 ただいま片木輝議員から提案されました提言第

６号、奈良県観光大使による観光客数増加政策に

ついて賛成します。 

 

○今西議員 

 ただいま片木輝議員から提案されました提言第

６号、奈良県観光大使による観光客数増加政策に

ついて賛成します。 

 

○李高校生議長 

 ただいまの動議は、成規の賛成があって成立し

ました。 

 

 次に、奈良文化高等学校、３３番谷口莉悠議員

から、提言第７号、奈良県で子育てをしたいと思

える政策について提言決議方の動議が提出されま

したので、谷口莉悠議員に趣旨弁明を求めます。  

 

提言第７号 

奈良県で子育てをしたいと思える政策 

○谷口議員 

 奈良文化高等学校を代表して、提言第７号、奈

良県で子育てをしたいと思える政策につきまして

は、提言文の朗読をもって提案に代えさせていた

だきます。 

 先ほど質問させていただいた、医療体制を支え

る看護師の確保につきまして、長期的にみると、

税金を納める若い人たちを増やす必要があると思

います。そのためには、奈良県で子育てをしたい

と思えるような政策が必要だと考えます。 

 数十年前の父母や祖父母の世代では、子育ては

お金や時間を心配せずに、ただ授かりたいと願い、

出産した後は子供の成長を喜び合う、子育てでし

か味わえないような楽しさがあったと聞きました。 

 子育てには、子供の成長から喜びを感じるなど、

楽しい一面があるということを知っている人は、

若い世代の人たちにどれくらいいるのでしょうか。

今、子育てに対するマイナスイメージが多いよう

に感じます。そのような漠然としたイメージから、
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○岡本県議会事務局長 

 前半の芝﨑議長、後半の李議長、そして高校生

議員の皆様、大変お疲れさまでした。 

 それでは、ここで、山下真奈良県知事から、本

日の奈良県高校生議会についてお言葉をいただき

たいと思います。 

 

知 事 所 感 

○山下知事 

 高校生議会に参加された高校生の皆さん、本日

はお疲れさまでした。 

 今日のためにいろいろ質問を練ったり、あるい

は事前の予行演習をしたりと、かなりの時間を割

いて準備に当たってくれたものと思います。本番

の県議会と同様、本当にきびきびとした議事運営

ができたのではないかと思っております。 

 いただいたご質問や提言の内容も、お世辞では

なく、本当によく考えられているなと思いました。

中には、いや、これ本当にいいな、やりたいなと

思った事項もありましたし、つい先日、私が担当

の部局長に指示したような内容が、今日の提言の

中にあったりしまして、やっぱり高校生も何かす

ごいセンスいいなと、正直思った次第でございま

す。今日いただいた提言ですね、お世辞ではなく、

本当に生かせるものは生かしていきたいなと思い

ました。 

 それと、せっかく皆さん、こうした機会をもら

って県議会に出席して、質問や提言をすることを

されましたので、ぜひ今後とも奈良の県政に対し

て興味を引き続き持っていただいて、また、参加

された皆さんだけではなく、周りのお友達にも高

校生議会面白かったよということで、ぜひこうい

う取組がまた広がるように宣伝もしていただきた

いと思っております。 

 今後、大学に進学したり、専門学校に進学した

り、就職したりされると思いますけれども、皆さ

んが育ったこの奈良県のことをいつも忘れずに、

できたら奈良県のために今後もいろいろと貢献を

していただければなと思っております。 

 今日は本当にお疲れさまでした。ありがとうご

ざいました。 

 

○岡本県議会事務局長 

 最後に、池田慎久奈良県議会副議長から閉会の

ご挨拶を申し上げます。 

 

副 議 長 閉 会 挨 拶 

○池田奈良県議会副議長 

 奈良県議会副議長を仰せつかっております池田

慎久でございます。高校生議員の皆様、長時間に

わたり大変お疲れさまでした。 

 高校生議会の閉会に当たりまして、一言ご挨拶

を申し上げます。 

 本日、奈良県の未来を担っていただく高校生議

員の皆様から、高校生の視点で県政に関わる様々

な課題について質問や提言をいただき、大変うれ

しく思っております。私どもも大変勉強になりま

した。ありがとうございます。 

 

 実は、平成２８年度の高校生議会での提言を受

けまして、奈良県手話言語条例が制定をされまし

た。そういったことなど、高校生議会からの提言

や意見、アイデアは今の県政に反映をされ、生か

されていることも多々ございます。高校生の皆様

には、本日の経験を通じて県政や議会活動への関

心をより一層深めていただきまして、今後も住み

よく魅力ある奈良県づくりに積極的に参画をして

いただきたいなと思います。 

 また、奈良県をよくしたい、県政に関わってみ

たい、そういう思いで、将来皆様の中から県の職

員や、あるいは県議会議員を目指されることを心
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ベントは少なく、また、参加するにはハードルが

高いと感じます。そこで、姉妹都市や友好都市の

中高生が関わることのできるイベントを開催する

ことで、中高生が積極的に国際交流を行うきっか

けづくりになると考えます。 

 

(奈良女子大学附属中等教育学校 上田 眞衣 議員) 

 第２に、奈良の歴史や文化の魅力を発信するイ

ベントの開催です。奈良県には多くの世界遺産、

文化遺産があります。そこで、奈良にしかない特

徴を生かした世界遺産の講義を聞き、その後フィ

ールドワークを行うというイベントや、伝統工芸

や郷土料理を体験できるイベントを開催し、参加

した方に改めて奈良県の魅力に触れてもらうこと

で、より奈良県を好きになってもらいたいと考え

ます。その際、そのイベントで中高生がボランテ

ィアガイドを務めると、中高生自身も奈良の魅力

を再認識するきっかけになると思います。 

 奈良県には、国内だけでなく海外からたくさん

の観光客が訪れます。こうしたイベントに国内・

海外の観光客の方々に参加してもらうことで、奈

良県の魅力の発信や国際交流の促進につながるの

ではないかと考え、奈良県コンベンションセンタ

ーの利用促進の取り組みとして提言します。 

  令和５年８月１８日 奈良県高校生議会   

 ぜひともご賛成いただきますよう、よろしくお

願いします。 

 

○藤木議員 

 ただいま上田眞衣議員から提案されました提言

第８号、奈良県コンベンションセンターの利用促

進の取り組みについて賛成します。 

 

○谷口議員 

 ただいま上田眞衣議員から提案されました提言

第８号、奈良県コンベンションセンターの利用促

進の取り組みについて賛成します。 

 

○李高校生議長 

 ただいまの動議は、成規の賛成があって成立し

ました。 

 

 提言第１号から提言第８号を一括議題とします。 

 お諮りします。 

 提言第１号から提言第８号については、動議の

とおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

 

（賛成者起立） 

 ご着席願います。 

 起立多数であります。 

 よって、提言第１号から提言第８号については、

採択することに決しました。 

 

 これをもって、住みよく魅力ある奈良県づくり

についての提言を終わります。 

 

 以上をもちまして奈良県高校生議会を閉会しま

す。 
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